
             仙南歯科医師会だより 第４号 

 
 皆様、あけましておめでとうございます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。本年はいよいよ

仙南歯科医師会のスタートとなります。この２年間は更なる大きな改革は目指さず安定した会務の執行

を目指して行きたいと考えております。まずは会の組織体制を落ち着いた形とし３支部で協力して進ん

で行く事を目指したいと思います。直近の目標は第１回の総会となります。４月総会に向けての準備を

進めて行きたいと思います。仙南歯科医師会は４月１日からですが、宮歯は７月１日から新執行部とな

りますので宮歯関係の役職は６月いっぱいまでは今まで通り継続となる特例措置となります。その後仙

南歯科医師会選出の配置となります。３か月間は判りにくいのですが大きな齟齬を生じないように進め

て行きたいと思います。           
                            仙南歯科医師会 会長 玉野井 修 
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                    次第 

1. 開会     専務理事 小屋 博 

2. 挨拶     会長   玉野井 修 

 明けましておめでとうございます。本年こそよろしくお願いいたします。新年度に向けてあと 3 ヶ月に

なりました。立ち上がりに向けての準備がいろいろありますが頑張りましょう。本日は全体の事業計画と

定期総会の内容について資料の準備を考えていきたいと思います。委員会につきましては、来月の役員会

までに各委員会を開催し、事業計画案と予算案を出して頂くことになっておりますので、よろしくお願い

いたします。 

１） 協議 平成 31 年度事業計画（案）について 

会務運営方針：「和気、結束、貢献」 和気をもって結束し地域と会員に貢献する会 

本年度重点事業 

・仙南三歯科医師会合併後の調整 



・会員親睦の推進 

・運営スタイル、年間事業スケジュールの確立 

 各種委員会については三地区の事業計画案を参考に委員会で出す。予算案についても構想案を

参考に委員会で話し合う。 

年間スケジュールをイメージし、確定しているのは 4 月 24 日第 1 回定期総会、7 月に仙南歯科

医師会設立記念祝賀会を開催する。 

 榊原先生 懇親会のとき、会からの補助は？ 準備委員会では一人 2000円補助することとした。 

 小田部(晃)先生 委員会の弁当代は？ どこで開催しても一人 1000 円までとする。 

 佐藤先生 会計監査の回数は？ 半期に一度、一年に二回会計監査を行うこととする。 

 目黒先生 新年会の開催スタイルは？ 今年度は各地区ごとに、来年度は合同で行うこととする。 

２） 第 1 回定期総会に向けて 

各地区の定期総会資料の内容を把握し、仙南歯科医師会第 1回定期総会資料の内容を検討した。 

     報告については少なく、各地区ごとの定期総会も行うため、事業計画案が主な内容となる。

宮歯会長をお招きするかどうかも検討した。 

白石では DMFT 指数や表彰者も記載しているが、必要なものか？ 

 小野先生 表彰については、会員に周知してほしいと宮歯から連絡がくるので、記載してほしい。 

 佐藤先生 会計については会計監査を受けてから引き継いでほしい。 

 小屋先生 角田で記載している大規模災害対策本部はあった方が良い。 

 玉野井先生 組織構成図を仙南の委員会編成と別に各支部編成も記載する。 

 目黒先生 歯科校医は支部内で決めるべきだが、今後は仙南広域で考える必要があるのではないか？ 

３） その他 

 小田部(岳)先生 役員会の次第について、協議の前に報告があった方が協議もスムーズになるのでは？

協議の時間を多くするため、協議の後に報告をしているが、次回から各地区からの報告だけは

協議の前に行うようにする。 

 榊原先生 柴田の TV 会議システムはそのままなのか？ 今のところそのまま。いずれ検討する。 

 玉野井先生 地対の啓発事業について。白石の「健康福祉まつり」が無くなるが助成金の申請をどう

するか？  

来年度は今のところ予定は無く申請の検討をするが、再来年度は三師会に向けて申請する予定。



白石で申請しない場合、柴田では障害者施設の検診事業のみ申請しているので、歯と口の健康

週間行事についても申請できるかもしれない。 

4. 報告  1）会長 

     定期総会で承認になると思うが、そろそろ宮歯ほか関連団体を含めた仙南歯科医師会関係の

委員を検討しなければならない。本来ならみんなで決めるべきところではあるが、各支部長・

専務との話し合いで決めるようになり、代議員、連盟評議員については選挙の予定。たぶん今

まで通りになるとは思うが、詳細は宮歯会長はじめ次期執行部が決定してから。 

現行の任期は宮歯理事が平成 31 年 6 月の代議員会まで、代議員は平成 31 年 7 月の第 3 週土

曜日まで。地区担当者は平成 31 年 6 月まで。そのため 4 月の定期総会資料への記載は現行のま

ま三地区ごとのものを記載する必要がある。 

 後藤先生 協同組合の総代は宮歯から選出費用をいただいているが、各支部の選出方法及び合併に際

して宮歯から選出方法について何か言われたりしているのか？ 

      宮歯からは特に言われていることはない。 

 目黒先生 国保の審査員は各地区出ているのか？合併したら審査員は減らされるのか？ 

      今のところ減らされるという話は出ていない。 

2）副会長(宮歯理事) 

 千木良先生 閉院した場合、たとえ他に収入があっても会費が減免されるのはどうか？ 
      仙歯は確定申告を確認している。 
      日本歯科医師会全面協力で製作された、歯科技工士と歯科衛生士の成長をテーマにした映

画［笑顔の向こうに］が 2 月 15 日から名取エアリで公開される。 
3）副会長(代議員) 

特になし 
4）宮歯常務理事 

 山崎先生 宮歯は各部会とも予算を 8％減らす方向にある。そうすると事業を継続するのが苦しいとこ

ろも出てくる。地方でやっていることが見えにくいところを皆さんと一緒に情報を発信して

いきたい。 
5）専務理事 

 2 月 8 日 18 時から、ララさくらに於いて三地区合同の税務講習会が開催される。 
 各委員会の開催について 
 1 月 18 日 学術委員会 1 月 21 日 地域保健委員会 

1 月 23 日 総務委員会、医療管理委員会 1 月 25 日 在宅委員会 1 月 30 日 広報委員会 
 榊原先生 宮歯から 2 月 9 日、石巻の学術講演会の案内がきている。 
 飯淵先生 休日当番の変更についての受付が 1 月 12 日締め切りとなっている。 

6）各地区報告 



柴田 支部長は選挙にて小田部晃二郞先生に決定、監事は山家仁先生。新年会は 1 月 26 日。2 月が

最後の定例会となり、定期総会と引き継ぎは未定。役員数は 6 名。 
白石 今まで健康センター内歯科休日診療所にて妊婦歯科検診を行ってきたが、4 月 1 日から各歯

科医院で受診するようになる。対象者は受診券を持参、窓口負担は 0 円。新年会は 1 月 22 日。

最後の定期総会を 4 月 17 日に行い、役員 3 名を決める。現在、歯科医師会誌を作成中。刈田

病院と往診の連携をとっているが、2 月 17 日の宮城県歯科学術発表会で在宅歯科委員会委員長

の亘理滋先生が発表する。 
角田 関根先生が 2 月に入会する。丸森町長選挙が行われ、無投票で保科郷雄氏が当選した。2 月

8 日の税務講習会は協同組合理事会と重なるため、宮歯青申会から細谷会長と原田専務が来ら

れない。現況報告は小田部岳雄先生、税務講習は宮沢幸久先生が行うこととなった。 
7）各種委員会 特になし 
8）その他 
   保健所の立ち入り調査が 1月末に角田の菅野先生、2月に谷津先生。白石と柴田は 2月に 2件

ずつ行われる。 

 目黒先生 兵庫県歯科医師連盟の会長から高橋しんご参議院候補予定者が公認を辞退したとの連絡が

あった。 
 小屋先生 12 月の宮歯合同役員協議会の資料で S 会員と終身会員の数を確認したところ、宮歯の終身

会員規定は 70 歳以上のため併せて 17 名。三地区の終身会員規定は 75 歳以上のため、宮歯の

方が人数的に多くなる。 
5．その他 特になし 

6. 監事講評  監事  小野 貴志夫 

   各種委員会の委員長先生は忙しい時期を迎えて、事業計画も予算も立てなければいけないですが、

健康に留意して頑張っていただきたいと思います。 

7. 閉会    副会長 目黒 一美 

皆様どうもお疲れ様でした。                  議事録  後藤 拡樹 記 

編集後記 

「仙南歯科医師会だより」も、あっという間の第４号となりました。 

会員の皆様におかれましてはつつがなく新年をお迎えの事と、お慶び申し上げます。 

いよいよ、設立第一回総会が近づいて参りました。各種委員会の準備も進んできました。会長もご挨拶の中で

表現していましたように、この４月から７月までは、新旧混在の期間となります。ですが会務執行上、問題に

なるようなことはありませんので、どうか更なるご理解、ご協力を賜りますよう切にお願い申し上げます。 

 今秋の消費税問題、日露外交、2020オリンピック、そして何より、新天皇ご即位という激動の時代をともに

これから迎えて参ります。皆様方の、ご健勝、ご多幸を心よりご祈念申し上げ、編集後記に代えさせていただ

きます。                仙南歯科医師会 常務理事  医療管理厚生委員長            

         仙南歯科医師会 柴田支部支部長  小田部 晃二郎 


